
「
2
0
2
0
年
度
運
動
方
針（
素
案
）」を
議
論

西
鉄
労
組
の
ナ
ゾ
を
解
け
！

専
従
者
会
議

新
入
組
合
員
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

来
年
１
月
施
行
予
定
の
北
九
州
市
議
選

教
宣
部
ニ
ュ
ー
ス

６
月
17
日
、組
合
本
部
で
第
16

回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、２
０

２
１
年
１
月
施
行
予
定
の
北
九
州

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、組

織
外
候
補
と
し
て
３
名
の
推
薦
を

決
定
し
た
。組
合
で
は
、先
月
推
薦

決
定
し
た「
浜
口
つ
ね
ひ
ろ
」市
議

（
八
幡
西
区
、西
鉄
バ
ス
北
九
州
労

組
出
身
）と
同
様
に
、支
援
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

【
組
織
外
候
補
】　
※
敬
称
略

■
森
本
由
美（
も
り
も
と　
ゆ
み
）

　
選
挙
区
：
小
倉
南
区
（
現
５
期
）

　
所　
属
：
立
憲
民
主
党

　
出　
身
：
自
治
労
（
全
国一般
）

私
鉄
総
連
の
２
０
２
０
年
度
運

動
方
針
を
決
定
す
る「
私
鉄
総
連

第
87
回
定
期
大
会
」は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、代
議
員
の
出
席
を
求
め
ず
、例

外
的
に
書
面
に
よ
る
表
決
と
し
て

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。た
だ

し
、運
動
方
針（
案
）に
つ
い
て
は
、

事
前
に
各
代
議
員
へ
配
布
し
、書

面
で
質
問
・
意
見
を
受
け
付
け
た
。

　

６
月
25
日
、観
光
列
車「T

H
E 

RAIL KITCH
EN
 
CH
IKU
GO

」の

車
内
を
利
用
し
て
筑
後
地
域
の
特

産
品
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
が
、太

宰
府
、筑
紫
、花
畑
、大
牟
田
の
各
駅

で
開
催
さ
れ
た
。マ
ル
シ
ェ
に
は
、沿

線
地
域
で
人
気
の
８
店
舗
が
出
店

し
、「
道
の
駅
う
き
は
」の
桃
や
、「
に

し
て
つ
農
園
」の
フ
ル
テ
ィ
カ
ト
マ
ト

な
ど
を
販
売
。太
宰
府
駅
で
は
、１

０
０
名
近
い
お
客
様
が
お
越
し
に

な
り
、好
評
を
博
し
た
。観
光
列
車

に
乗
務
し
て
い
た
川
島
さ
ん
と
吉

永
さ
ん（
築
乗
）は
、車
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
や
記
念
撮
影
を
お
手
伝
い
し
て

盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ
て
い
た
。

※
マ
ル
シ
ェ（m

arché

）・・・フ
ラ
ン

ス
語
で「
市
場
」と
い
う
意
味

組
織
外
候
補
３
名
を
推
薦
決
定

組
織
外
候
補
３
名
を
推
薦
決
定

組
合
員
も
盛
り
上
げ
に一役

観
光
列
車
で

初
マ
ル
シ
ェ

観
光
列
車
で

初
マ
ル
シ
ェ

総
連
定
期
大
会

初
の
書
面
開
催

総
連
定
期
大
会

初
の
書
面
開
催

　

６
月
29
日
、
組
合
本
部
で
専

従
者
会
議
を
開
催
し
、
執
行
部
、

準
特
別
執
行
中
央
委
員
、
青
年

部
長
が
出
席
。「
２
０
２
０
年
度

運
動
方
針
（
素
案
）」
お
よ
び
「
２

０
２
０
年
度
予
算
（
素
案
）」
に

つ
い
て
議
論
し
た
。
今
後
、「
運
動

方
針
（
案
）」、「
予
算
（
案
）」
と

し
て
、
７
月
の
第
９
回
中
央
委
員

会
で
説
明
し
、
職
場
オ
ル
グ
を
実

施
す
る
予
定
。
ま
た
、
会
議
で
は
、

西
鉄
グ
ル
ー
プ
社
員
を
対
象
と
し

た
相
談
窓
口
で
あ
る
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
相
談
室
」
か
ら
、

１
年
間
の
相
談
実
績
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。

教
育
宣
伝
部
で
は
、組
合
員
の

皆
さ
ん
に
、西
鉄
労
組
の
様
々
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
新
入

組
合
員
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〜
西
鉄
労

組
の
ナ
ゾ
を
解
け
！
」を
発
行
し

ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
、労
働
組
合
の
役
割
や
西
鉄
労

組
の
活
動
内
容
、共
済
制
度
の
概

要
な
ど
、組
合
員
と
し
て
知
っ
て
ほ

し
い
内
容
、知
ら
な
け
れ
ば
損
す

る
情
報
を
、自
称
名
探
偵「
ニ
シ
テ

ツ
ロ
ー
」と
、有
能
な
助
手「
ク
ミ
ア

イ
子
」が
、分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
く
れ
ま
す
。ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

各
分
会・出
向
班
に
送
付
し
て
い

る
の
で
、新
入
組
合
員
以
外
の
方

も
是
非一度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
：
６
月
29
日（
月
）

■
場　

所
：
組
合
本
部

私鉄総連「2020年度運動方針（案）」※一部抜粋

◆新型コロナウイルス感染症拡大と社会不安に対する労働組合の役割について
　戦後最大級ともいえる国難に対して、組合員とその家族の生活を守るためにも、雇用の安定はもとより、
職場で働く者の安心確保のため、あらゆる対応・対策を講じながら取り組んでいきます。
◆20秋闘について
　20秋闘は、組織・職場総点検闘争として取り組みます。安全かつ安心して働くことができる職場環境を
構築し、組合活動・組織自体の活性化をはかるため進めていきます。
◆21春闘について
　感染症の影響を受け、難しい状況も想定されますが、今後の経済・社会情勢を注視しながら、私鉄産別
運動の基本である組合員の生活と雇用を守るべく、産業別統一闘争として、職場からたたかいを構築し
ます。
◆政治政策と交通政策について
　今後も「政治政策」と「交通政策」を車の両輪として、産業の発展をはかり、安全の確立、雇用の確保、労働
環境の改善に向けた取り組みを強化していきます。
◆職場に根ざした私鉄産別運動について
　一人ひとりでは弱い立場にある私たち労働者は、「団結」「連帯」し、「支えあう」ために労働組合を組織して
います。社会全体に不安が広がる状況だからこそ、労働組合の使命を果たし、より弱い立場の人に寄り
添い、「一人でも泣いている者がないように」の理念のもと、私鉄産別運動を展開していきます。

一人でも泣いている者がないように 職場に寄り添う私鉄産別運動
［スローガン］

1面

1面

1面

２面運動方針(素案)審議、専従者会議

第87回総連大会、初の書面開催に

「新入組合員ガイドブック」発行

森屋参議院議員、災害対策など質問

２面 分会トピックス（筑工・線技・電気）

２面 労働ニュース(クールワークキャンペーン) 

●ガイドブックは西鉄労組ホームページ（イントラネット）の資料コーナー
に掲載しています。

●ガイドブックが必要な場合は分会長・出向班長を通じて教育宣伝部ま
でご連絡ください。

※送付したガイドブックに誤植があるので訂正をお願いします
【P.21】団体生命共済の災害入院共済金と病気入院共済金の保障額
　誤）5,000万円 → 正）5,000円
【P.22】私鉄総連の構成
　② 誤）私鉄東北方連合会 → 正）私鉄東北地方連合会
　⑨ 誤）私鉄九州地地方連合会 → 正）私鉄九州地方連合会
【P.22】九州地連の構成（福岡）
　誤）西日本鉄道鉄労働組合 → 正）西日本鉄道労働組合
　誤）筑豊電気鉄道鉄労働組合 → 正）筑豊電気鉄道労働組合

■
世
良
俊
明（
せ
ら　
と
し
あ
き
）

　
選
挙
区
：
小
倉
北
区
（
現
７
期
）

　
所　
属
：
国
民
民
主
党

　
出　
身
：
情
報
労
連

■
小
宮
け
い
子（
こ
み
や　
け
い
こ
）

　
選
挙
区
：
門
司
区
（
新
人
）

　
所　
属
：
立
憲
民
主
党

　
出　
身
：
日
教
組
（
福
岡
県
教
協
）

◆
第
15
回
執
行
委
員
会
決
定

浜
口
恒
博
（
は
ま
ぐ
ち 

つ
ね
ひ
ろ
）

※総連の運動方針（案）は、イントラネットの西鉄労組掲示板に掲載しています。

西鉄労組ホームページ （http://nnr-u.org）▶
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森
屋
隆
組
織
内
議
員
は
、６
月
２

日
の
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
、昨

年
の
台
風
19
号
で
被
災
し
た
福
島
交

通
の
復
興
の
現
状
と
、災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

森
屋
議
員
は
、昨
年
の
台
風
19
号

で
浸
水
被
害
の
あ
っ
た
福
島
交
通
に

つ
い
て
、２
０
１
１
年
の
浸
水
被
害
の

経
験
か
ら
、郡
山
市
と
福
島
交
通
は
、

災
害
時
に
お
け
る
バ
ス
車
両
の
退
避

に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
た
こ
と

に
触
れ
た
う
え
で
、「
従
業
員
総
出
で

バ
ス
の
退
避
を
お
こ
な
っ
た
が
、雨
が

予
想
以
上
に
激
し
く
、と
て
も
間
に

合
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。災
害
に
対
す
る
準
備
は

あ
っ
た
が
結
果
的
に
防
ぎ
き
れ
な

か
っ
た
。今
回
の
よ
う
な
事
態
に
関
し

て
、安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と

す
る
と
と
も
に
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ

ア
か
ら
の
移
転
を
促
進
す
る
今
回
の

法
改
正
の
目
的
に
鑑
み
て
、国
交
省

は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
」、ま
た
、「
再

び
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、何
が
原
因
で
、ど
の

よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
た
の
か
」と

質
問
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、北
村
都
市
局
長
は

「
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
、ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
大
変
重
要

な
機
能
で
あ
る
。路
面
電
車
や
バ
ス
の

停
留
所
、車
両
基
地
な
ど
が
浸
水
す

る
と
大
変
な
問
題
に
な
る
の
で
、地
方

公
共
団
体
と
事
業
者
で
し
っ
か
り
と

連
携
し
て
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

必
要
。今
回
、法
律
の
中
で
防
災
指
針

も
取
り
入
れ
た
が
、そ
れ
に
限
ら
ず
、

計
画
を
策
定
し
、例
え
ば
停
留
所
と

か
車
両
基
地
を
移
転
す
る
こ
と
な
ど

を
地
方
公
共
団
体
と
事
業
者
が
一
緒

に
な
っ
て
事
業
を
進
め
る
場
合
は
、社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。是
非
、ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
検
討
し
、取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
答
え
た
。

ちょっと気になる労働ニュース

筑
紫
工
場
分
会
で
は
、時
差
出
勤

を
お
こ
な
い
密
集
と
な
る
時
間
を
減

ら
し
、密
閉
空
間
で
あ
る
事
務
所
内

は
換
気
を
実
施
。マ
ス
ク
着
用
と
各
々

デ
ス
ク
を
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
り
密
接

と
な
る
行
動
を
避
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

４
月
23
日
に
は
、感
染
リ
ス
ク
の
あ
る

電
車
車
内
の
除
菌
作
業
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。感
染
の
可
能
性
が
あ
る
不
安

の
中
で
も
組
合
員
が
一
丸
と
な
り
、収

束
に
向
け
日
々
業
務
に
励
ん
で
い
ま

す
。収
束
の
見
通
し
が
暗
い
状
況
で
す

が
、日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に

も
感
染
防
止
活
動
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
教
宣
部
長　
藤
野
寛
士
】

厚生労働省および都道府県労働局では、職場における熱中症予防対策の一層の推進
をはかるため、５月から９月までの間、「ＳＴＯＰ！熱中症　クールワークキャンペーン」を実施
しています。特に、今年は新型コロナウイルス感染症予防のため「新しい生活様式」が求め
られていますが、一方でマスク着用により熱中症のリスクが高まる側面もあるため、「新し

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一丸
と
な
り
感
染
防
止
活
動

筑
紫
工
場
分
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、日

常
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。鉄
道
従
事
者
と
し
て
、

業
務
中
も
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
、事
務
所
内
外
で
の
マ
ス
ク
着
用
の

徹
底
、手
指
の
こ
ま
め
な
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
、事
務
所
内
で
の
密
を
避
け
る
行

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

中
、線
路
技
術
分
会
で
は
、若
手
組
合

員
と
新
入
組
合
員
に
対
し
て
、組
合

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た

め
の
勉
強
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。若

若
手
組
合
員
向
け
の
勉
強
会
開
催

線
路
技
術
分
会

ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

す
が
、電
気
分
会
で
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
第
一
に
、各
机
に
仕
切

り
を
設
け
、手
洗
い
う
が
い
な
ど
も
積

極
的
に
お
こ
な
う
こ
と
で
、感
染
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。一
部
地
域
で
は
、ま

だ
感
染
拡
大
も
続
い
て
い
ま
す
の
で
、

各
分
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、い
ま
し

ば
ら
く
は
自
衛
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

一
致
団
結
で「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
」を

掲
げ
、平
穏
な
日
々
が
い
ち
早
く
帰
っ

て
く
る
よ
う
に
、「
O
N
E 

T
E
A
M
」

で
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
電
気
分
会　
野
田
巧
也
】

「ONE TEAM

」で
、コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

電
気
分
会

◆ 13日（月）…事務局会議
◆ 17日（金）…執行委員会
◆ 22日（水）…中央委員会

組合本部 7月スケジュール

※急遽変更となる
　場合があるので、
　ご注意ください。

森
屋
隆
参
議
院
議
員

活
動
報
告

※
私
鉄
総
連「
交
通
政
策
ニ
ュ
ー
ス
」

よ
り一部
抜
粋

※
森
屋
議
員
が
質
問
し
て
い
る
動
画
は
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【
分
会
長　
赤
石
武
大
】

＜令和２年５月～９月＞

い生活様式」と「熱中症予防」の両立をおこなっていかなければなりません。７月は、
キャンペーンの重点取り組み期間となっています。「熱中症予防行動のポイント」を
参考に、職場全体で熱中症予防に取り組んでいきましょう。
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